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イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
多
国
籍
軍
の
海
上
阻
止
行
動
を
巡
る
国
連
安
保
理
決
議
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
四
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
国
際
治
安
支
援
部
隊

の
任
務
を
一
年
間
延
長
し
、
我
が
国
の
海
上
自
衛
隊
が
給
油
等
の
形
で
参
加
し
て
い
る
、
米
国
が
主
導
す
る
対
テ
ロ
作
戦

「
不
朽
の
自
由
」
に
基
づ
く
イ
ン
ド
洋
で
の
海
上
阻
止
行
動
に
対
し
て
、
前
文
で
謝
意
を
盛
り
込
む
決
議
（
以
下
、
「
決

議
」
と
い
う
。
）
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
政
府
は
「
同
決
議
が
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
「
決
議
」
が
我
が

国
の
国
益
に
資
す
る
と
政
府
が
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

「
決
議
」
が
採
択
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。
「
決
議
」
作
成
を
ど
の
国
が
言
い
始
め
た
も
の

か
。

三

一
で
、
政
府
が
「
決
議
」
の
採
択
が
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
な
ら
ば
、
「
決
議
」
の
採
択
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
関
係
各
国
に
「
決
議
」
へ
の
賛
成
を
依
頼
す
る
等
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
か
。

四

三
で
、
働
き
か
け
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
具
体
的
に
日
本
外
務
省
の
ど
の
部
局
の
者
が
関
係
各
国
の
ど
の
部
局
の
ど
の
者
に

一



対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
政
府
は
「
お
尋
ね
の
『
働
き
か
け
』
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
は
、

安
保
理
理
事
国
と
の
意
見
交
換
の
場
等
に
お
い
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
や
そ
の
情
勢
を
踏
ま
え
た
テ
ロ
対
策
の
在
り
方

等
に
関
す
る
我
が
国
の
考
え
を
伝
え
て
き
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
答
弁
で
言
う
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
や
そ
の

情
勢
を
踏
ま
え
た
テ
ロ
対
策
の
在
り
方
等
に
関
す
る
我
が
国
の
考
え
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
説
明
さ
れ
た

い
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
決
議
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ず
、
ロ
シ
ア
が
棄
権
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
決
議
の
採

択
に
当
た
り
、
反
対
票
を
投
じ
た
国
は
な
く
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
み
が
決
議
案
が
性
急
に
投
票
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
等
を
理
由

と
し
て
棄
権
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
決
議
」
が
性
急
に
投
票
に
か
け
ら
れ
た

と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
「
決
議
」
が
性
急
に
投
票
に
か
け
ら
れ
た
理
由
に
つ
き
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

七

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
チ
ュ
ル
キ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
国
連
大
使
が
、
御
指
摘
の
決
議
の
採
択
後
の
記
者
会
見
に
お
い

て
、
『
こ
の
決
議
は
日
本
の
国
内
政
治
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
考
え
る
か
』
と
の
質
問
に
対
し
、

二



『
我
々
の
理
解
で
は
、
明
日
投
票
が
行
わ
れ
る
の
は
、
日
本
に
お
い
て
で
は
な
く
ド
イ
ツ
に
お
い
て
で
あ
る
』
旨
答
え
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
「
こ
の
決
議
は
日
本
の
国
内
政
治
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
考
え
る
か
」
と
の
質
問
を
チ
ュ
ル
キ
ン
大
使
に
し
た
人
物
は
誰
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
一
日
付
毎
日
新
聞
二
面
の
記
事
に
は
、
「
ど
の
決
議
で
も
本
来
は
全
会
一
致
が
重
要
。
こ
ん
な
や

り
方
が
前
例
に
な
ら
な
い
よ
う
望
む
」
と
の
、
賛
成
票
を
投
じ
た
中
国
代
表
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
右
コ
メ

ン
ト
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。

九

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
決
議
」
採
択
に
あ
た
り
国
連
安
保
理
で
全
会
一
致
と
な
ら
な
か
っ
た
原
因
は
我
が
国
に
あ
る
と

し
て
、
安
保
理
各
国
の
中
で
我
が
国
に
対
す
る
反
感
が
出
て
い
る
旨
報
じ
た
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
日
付
朝
日
新
聞
の
記
事

（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
を
取
り
上
げ
、
「
朝
日
記
事
」
の
内
容
は
事
実
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
御
指
摘

の
『
反
感
』
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
八

の
中
国
代
表
の
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
、
「
決
議
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
安
保
理
各
国
が
不
満
を
表
明

し
、
そ
の
原
因
は
我
が
国
に
あ
る
と
し
て
、
我
が
国
に
対
し
て
安
保
理
各
国
が
反
感
を
持
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
政

府
の
認
識
を
再
度
質
問
す
る
。

三



右
質
問
す
る
。

四


